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Abstract: 
 In the context of classroom skills in teacher-training, two of the most important skills for students are 
divided into those of instructional design and the expansion of classroom expertise, which are based on 
instructional design logic theory. The focus of this paper, however, is on the study of teaching materials that 
contribute to instructional design skills, and its concrete effectiveness in practical application within 
Mathematics Teaching Materials as part of the taught teacher-training curriculum. In this course, the 
teacher-students begin to understand the difficulties pertaining to the study of compulsory basic teaching 
materials from their students’ perspective at an emotional level, and subsequently utilize this knowledge to 
make original lesson plans. The results from the surveys administered at the end of the course clearly 
indicate that, if lesson plans are designed by the teacher-students and experienced in the framework of 
demonstration classes, they can gain valuable teaching resources in how to cope with actual teaching 
situations they may encounter in their junior high school classrooms. 
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要旨: 
   著者らは、教員を目指す学生の「授業力」を形成し向上させるための方策を、「授業をデザインする力」と「授    
  業を展開する力」に分け、インストラクショナルデザイン理論に基づいて検討してきた。本稿では「授業をデザ  
  インする力」に大きく寄与する「教材研究」に焦点をあて、その効果的な「教材研究」のあり方について、本学 
  における講義「数学科教材研究１」での授業実践を具体的に示し、考察した。授業では、履修学生が「教材研究」 
  の必要性を実感することに始まり、教材研究（目標の設計、評価の設計、教材の設計）の基本的なスキルを理解   
  し、簡略な学習指導案、板書計画づくりにおいて活用できるようになった。事後アンケートにより「複数の教科 
  書を比べて、生徒の実態に合った指導法を工夫すること」等が今後の課題として残された。 
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3.1 実践事例の概要（湘南工科大学シラバス 2017）６） 
1)講義名：「数学科教材研究１」（授業担当者、飯島） 
2)開講時期：2017 年 4 月～8 月  
3)授業回数：全 16 回 
4)受講対象者：全 15 名（男子 13 名・女子 2名、 
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ｘを 20 に置きかえて計算するとよい。 
教員養成課程における「授業力」の形成と向上のための方策（２）―効果的な「数学科教材研究」のあり方について―（飯島・岡田） 




式 5ｘ＋3  
で、式のなかの文字ｘを数 4 におきかえることを、文字にそ
の数を「代入する」という。 
上の式で、ｘを 4 におきかえて、計算すると 
  5×4＋3＝23 





















































①（ー３）２    ②（ー４）２÷８ 




















＜教科書イ中学数学 1 年 43 ページ＞ 
例題５ 次の計算をしなさい。 
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－ 150 － 
生徒が少なからずいる教室での指導という前提で行
ったものである。したがって、この程度の問題なら





































































   
 １３００円 
      
 
スイカ 1 個、リンゴ 1 個の値段を求めなさい。 








教科書ア中学数学 2 年 
2 章「連立方程式」２節「連立方程式の利用」45 ページの問題 
 1 本 170 円のバラと 1 本 120 円のガーベラを合わせて 10 本買い、






























































資料 15 課題３に対する履修学生の手作り教具例 
教科書教材 教科書イ中学数学 1 年 
1 章「正の数、負の数」3 節「乗法と除法」３４ページ 
Q 東西にのびる道路があります。いま、O 地点にいる自動
車が東へ向かって時速８０Kｍで走っているとき、次の時刻
には O 地点から何 Km の地点にいるでしょうか。 
（１）いまから 2 時間後 
（２）いまから 2 時間前   
（教科書の図は省略） 
資料 14 履修学生に与えた課題３  
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                 氏名         
１ 日 時    年  月  日（  ） 
２ 中学校・高等学校  第  学年 
（使用教科書会社名を入れる） 
３ 第 章 単元名     節名 
  教科書Ｐ○（教科書のページ） 
例題○・たしかめ○・問○の指導 
４ 上記例題・問題等の目標（評価規準） 
目標は１つに絞る   
５ 評価基準 Ａ評価（記入しないでよい） 
  Ｂ評価、Ｃ評価を表形式で記述する 

































































































  録等から学ぶこと 
m インターネットを活⽤して必要な資料を検索する 
・Ｂレベルの教材研究： 
 c 複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態にあった指導⽅法を⼯   
  夫すること 
 j ⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実  
  態に合わせて課題、問題等をより易しい課題、問題に作り 
  かえたり⾃作したりすること 
・Ｃレベルの教材研究： 
a 本時の⽬標を明確にすること 
 b 評価の基準を明確にして、授業評価をすること 
d 発問や指⽰を考えること 
i 教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、   
 ⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと 
・教材研究の結果としての成果物(表では「成果物）と記載）： 
 f 教具を作成すること 
 g ワークシートを作成すること 
 h 板書計画を作成すること 
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質問項⽬ 4 年 3 年 計 
①本時の⽬標を明確にすること（Cレベル）          ７ ５ １２ 
②板書計画を作成すること（成果物）                ５ ６ １１ 
③発問や指⽰を考えること（Cレベル）              ５ ５ １０ 
④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（Cレベル）   ４ ５ ９ 
⑤⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は⽣徒の実態に合わせて、課題、問題等をより易しい問題に作りかえた
り⾃作したりすること（Bレベル） 
  ３ ５ ８ 
⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事前に調べておくこと（C
レベル） 
  ３ ４ ７ 
⑥ワークシートを作成すること（成果物）               ３ ４ ７ 
⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）   ２ ５ ７ 
⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること（Bレベル）   ２ ５ ７ 
⑩発問に対して「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと（Aレベル）   ２ ４ ６ 
⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（Aレベル）   ２ ３ ５ 
⑫教具を作成すること（成果物）                          ４ ０ ４ 
⑬インターネットを活⽤して必要な資料を検索すること（Aレベル）   １ １ ２ 
計 ４３ ５２ ９５ 
表１ アンケート結果１ 
教員養成課程における「授業力」の形成と向上のための方策（２）―効果的な「数学科教材研究」のあり方について―（飯島・岡田） 




































Ｂレベルの教材研究に関しては、ともに 11 位 2人
（15％）であり、残念な結果になった。これらにつ
いても、次に検討する。 
表 2 で下位の項目は、10 位～13 位で、「教科書の
例題、問題、課題は自分ですべて事前に解いて、生
 質問項⽬ 4 年 3 年 計 
１ ①本時の⽬標を明確にすること （Cレベル）           ５    ５  10 
２ ②板書計画を作成すること（成果物）                     ５    ４  ９ 
２ ③発問や指⽰を考えること（Cレベル）                  ４    ５  ９ 
４ ⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）     ４    ３  ７ 
５ ⑥ワークシートを作成すること（成果物）                ４    ２  ６ 
６ ④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（Cレベル）    ３    ２  ５ 
６ ⑬インターネットを活⽤して、必要な資料を検索すること（Aレベル）    ２    ３  ５ 
８ ⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（Aレベル）    ０    ４  ４ 
８ ⑫教具を作成すること（成果物）                            ３    １  ４ 
10 ⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を、事前
に調べておくこと（Cレベル） 
   １    ２  ３ 
11 ⑤⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実態に合わせて 課題、問題等をより易し問題
に作りかえたり⾃作したりすること（Bレベル） 
   ０   ２  ２ 
11 ⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること（Bレベル）    ０    ２  ２ 
13 ⑩発問に対して、「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと（Aレベル）    ０    １  １ 
 計   31   36  67 
表２ アンケート結果２ 
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（C レベル）」 7 人（54％）。このことより、Ｃレベ
  質問項⽬ 4 年 3 年 計 
⑴ ２ ③発問や指⽰を考えること（C レベル）                       ７ ６ 13 
⑵ １ ①本時の⽬標を明確にすること（C レベル）                   ７ ５ 12 
⑶ ２ ②板書計画を作成すること（成果物）                         ５ ６ 11 
⑷ ４ ⑥学習指導案（簡略な学習指導案を含む）を作成すること（成果物）                           ６ ４ 10 
⑸ ５ ⑥ワークシートを作成すること（成果物）                   ４ ５ ９ 
⑸ 10 ⑥教科書の例題、問題、課題は⾃分ですべて事前に解いて、⽣徒の誤答例や間違いやすい箇所を事
前に調べておくこと（C レベル）                         
５ ４ ９ 
 
⑺ ６ ⑬ インターネットを活⽤して、必要な資料を検索すること（A レベル）                    ３ ５ ８ 
⑻ ６ ④評価の基準を明確にして、授業評価をすること（C レベル）   ４ ３ ７ 
⑻ 11 ④⽣徒にとって難しい課題、問題等がある場合は、⽣徒の実態に合わせて課題、問題等をより易し
い問題に作りかえたり⾃作したりすること 
（B レベル）                           
４ ３ ７ 
 
⑻ 13 ⑩発問に対して「予想される⽣徒の反応」を事前に考えておくこと 
（A レベル）                    
３ ４ ７ 
⑾ ８ ⑪数学教育に関する雑誌・教育書や数学に関する実践事例集・授業記録等から学ぶこと（A レベル） ２ ４ ６ 
 
⑾ ８ ⑫ 教具を作成すること（成果物）                          ４ ２ ６ 
⒀ 11 ⑥複数の教科書を⽐べて、⽣徒の実態に合った指導法を⼯夫すること 
（B レベル）    
０ ４ ４ 
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